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本年度より、愛知県視聴覚教育研究協議会の会
長を務めさせていただきます幸田町立坂崎小学校
の 都築孝明でございます。本協議会の円滑な運営
に向けまして、役員・理事の皆様とともに全力を
注いで参りますので、会員のみなさまには変わら
ぬご支援とご協力を賜りますようお願いを申し上
げます。

さて、新型コロナウイルス感染症による影響が
社会に残したものは大きく、在宅勤務におけるテ
レワークやネットワークを活用したオンライン会
議など、ＩＣＴが様々な生活様式にまで当たり前
のように影響を及ぼすようになりました。学校現
場においても、児童・生徒一人１台のタブレット
ＰＣや、ネットワークにかかわる環境が整備され
たことにより、タブレットＰＣを活用した授業実
践も多く行われ、オンラインやオンデマンドを活
用した新しい指導方法も模索されています。また、
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を
図るためにＩＣＴの活用をさらに進めることが重
要な課題となっています。

一方、ＮＨＫでは「NHK for School」によって
「学校放送番組」「デジタル教材」などを提供する
ことを通して、学校教育だけでなく、家庭学習の
充実にも大きな役割を果たしています。

このような状況を踏まえたうえで、今年度も、
本協議会では、ＩＣＴや番組・コンテンツを、授
業や活動の中にどのように位置付け、どのように
活用するとよいかという研究に重点を置きたいと
考えております。そして、各教科や、総合的な学
習の時間において、放送教育の新たな展開を目指
すとともに、放送教育の有効性を広める実践研究
を大切にしつつ、ＩＣＴの活用を通して、情報モ
ラルの育成や情報活用能力向上を目指していきた
いと思います。

今年度も昨年度に
引き続き、『第61回
東海北陸地方放送教
育研究大会』と『第
55回愛知県放送教育
特別研究会』をオン
ラインによる開催と
し、各地域からオン
ラインを通じて大会
にご参加いただき、
発表や意見交換を行
い、研究を深めたい
と考えます。

また、愛知県視聴覚教育研究協議会は、放送番
組を基盤にした新しい教育システムを構築するた
めに、以下のことを中心に運営を進めてまいりま
すので、ご承知おきください。
○�　『第61回東海北陸地方放送教育研究大会』と
『第55回愛知県放送教育特別研究会』は、オンラ
インでの発表、意見交換とし、新しい放送教育
の在り方を追究する。

○�　インターネットと連携した番組・教材を活用
し、新しい放送教育の推進に積極的に取り組む。

○�　インターネットやタブレットＰＣなどのＩＣ
Ｔと、番組・コンテンツを組み合わせた実践な
ど、ネットワーク社会に適合した研究を積極的
に進める。

○�　機関誌の発行をはじめ、研究会活動、研究実
践の周知啓発を図る広報活動を行う。

○�　生徒の情報活用能力・表現力の育成を図るた
めに、中学校・高等学校で開催する放送コンテ
ストを行い、作品審査を行う。

会長あいさつ

愛知県視聴覚教育研究協議会
会長　都築　孝明



令和５年度　愛知県視聴覚教育研究協議会

運　営　方　針

１　東海北陸地方放送教育研究大会（愛知県放送教育特別研究会）
　　　期　日　令和５年８月24日（木）
　　　会　場　ウインクあいち（愛知県産業労働センター）
　　　　　　※ 参集しての開催は行わない。オンラインによる講演、発表・意見交換。

２　愛視協研究指定
　　　【小・中】愛知県学校視聴覚教育研究大会
　　　　期　日　令和５年11月17日（金）13：30 ～ 16：15
　　　　会　場　〔オンライン開催〕豊田市

３　放送コンテスト（愛知県大会）
　　　【中】令和５年７月１日（土）
　　　【高】令和５年６月４日（日）・18日（日）

４　愛視協だより　年２回発行予定

機関誌の発行をはじめ、研究会活動、
研究実践の周知啓発を図る広報活動
を行う。

生徒の情報活用能力・表現力の育
成を図るために、中学校・高等学
校で開催する放送コンテストを行
い、作品審査を行う。

インターネットやタブレットＰＣなどのＩＣＴと、番組・コンテンツを組み
合わせた実践など、ネットワーク社会に適合した研究を積極的に進める。

東海北陸地方放送教育研究大会と愛
知県放送教育特別研究会は、オンラ
インでの発表、意見交換とし、新し
い放送教育の在り方を追究する。

インターネットと連携した番組・教
材を活用し、新しい放送教育の推進
に積極的に取り組む。



第55回 愛知県学校視聴覚教育研究大会
期　日　　令和５年11月17日（金）13：30 ～ 16：15
会　場　　豊田市教育委員会（オンライン開催）
研究主題　　主体的に学び、明るい未来を切り拓くことができる子どもの育成
　　　　　－ＩＣＴを活用して新たな可能性を引き出す授業・業務改善－
内　容　　実践発表（１部：４分科会　２部：４分科会　計８分科会）

第27回 視聴覚教育総合全国大会 
第74回 放送教育研究会全国大会  合同大会
期　日　　令和５年11月11日（土）
開　催　　オンライン開催
大会テーマ　　未来社会に向けて 生涯にわたる学びを支えるメディア活用
内　容　　午前　ワークショップセミナー
　　　　　午後　全体会・実践発表

第55回 愛知県放送教育特別研究会 
第61回 東海北陸地方放送教育研究大会
期　日　　令和５年８月24日（木）
会　場　　オンライン開催　（当日運営事務局：ウインクあいち）
主　題　　「未来を拓く学びの場を創造しよう」
内　容　　開会行事、部会研究、記念講演
　　　　　講師：園田学園女子大学人間教育学部教授　堀田　博史　氏

ご 案 内



※�上記の入賞者（入賞校）が、７月24日（月）～27日（木）にＮＨＫホール（東京・渋谷）�
ほかで開催する全国大会に出場します。

参加校数 61校　／　参加者数 1,000人
※2023年６月18日（日）刈谷市産業振興センターにて開催

第70回
NHK杯全国高校放送コンテスト愛知県大会

ア ナ ウ ン ス 部 門	 最優秀　　金城学院高等学校　　糟　谷　美　月
	 優　秀　　光ヶ丘女子高等学校　　戸　次　楓　采
	 優　秀　　椙山女学園高等学校　　平　松　郁　海
	 優　良　　名古屋市立名東高等学校　　古　川　文　音
	 優　良　　名古屋市立名東高等学校　　松　本　ふわ梨
	 優　良　　県立刈谷高等学校　　滝　藤　春　日

朗 読 部 門	 最優秀　　県立旭丘高等学校　　長谷川　凛　奈
	 優　秀　　県立岡崎西高等学校　　田　中　芽衣里
	 優　秀　　県立刈谷高等学校　　江　坂　瑠　夏
	 優　良　　名古屋市立名東高等学校　　皆　光　里　桜
	 優　良　　県立半田高等学校　　齋　藤　花　音
	 優　良　　名古屋市立菊里高等学校　　土　肥　結　奈

ラジオドキュメント部門	 最優秀　　名古屋市立菊里高等学校　　『夢の続き～担任柿崎先生の想い～』
	 優　秀　　県立岡崎西高等学校　　『被る？被らない？被ってない！』
	 優　秀　　県立一色高等学校　　『アヤ先生はすごい人！』
	 優　良　　光ヶ丘女子高等学校　　『なにがあっても』

テレビドキュメント部門	 最優秀　　愛 知 高 等 学 校　　『LIKE FATHER』
	 優　秀　　県立岡崎西高等学校　　『えっ、なんで戻すの？』
	 優　秀　　県立刈谷高等学校　　『風街紀行 ダキシメルオモイ』
	 優　良　　椙山女学園高等学校　　『アラ還のメロディー』

創作ラジオドラマ部門	 最優秀　　名古屋市立菊里高等学校　　『お相手はスマホ』
	 優　秀　　名古屋市立北高等学校　　『コトダマ』

創作テレビドラマ部門	 最優秀　　同 朋 高 等 学 校　　『僕を変えた二つの円柱形』
	 優　秀　　光ヶ丘女子高等学校　　『ＲｕｎＷａｙ』


